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インタラクティブ東京シンポジウム 2009 開催と入選作品展示のお知らせ 

 

インタラクティブ東京実行委員会は、2009 年 10 月 24 日(土)、『インタラクティブ東京

(i-tokyo)シンポジウム 2009』を開催いたします。また、10 月 22 日(木)～25 日(日)に開催

される DIGITAL CONTENT EXPO 2009 (DC EXPO2009)にて i-tokyo 推薦作品の展示が

行われます。 

 

インタラクティブ東京は、バーチャルリアリティ(VR)やインタフェース関連技術などメ

ディア芸術の要となる「インタラクティブ技術」に焦点をあてた科学技術コミュニケーシ

ョンイベントです。2005 年より毎年開催され、国際的に活躍する日本人研究者による一般

向けのデモンストレーションの場として好評を博してきました。また、2007 年からは招待

作品のほかにも広く作品を募集し、審査によって世界レベルと認められた作品の展示も行

っています。 

近年、日本人研究者･クリエイターの活躍は目覚ましく SIGGRAPH Emerging 

Technologies、 Laval Virtual、 ACE 等の著名な国際学会や展示会でも高い評価を受けて

います。インタラクティブ東京はこうした国内の優れたインタラクティブ技術を紹介する

イベントです。 

昨年度 i-tokyo2008 では、日本科学未来館において 19 点の体験参加型インタラクティブ

作品の展示を行い、2 日間で 3200 人以上(第 16 回国際学生対抗 VR コンテスト東京予選大

会との合算)を動員し大きな盛り上がりを見せました。また、本年も学生のアイデアや創作

への情熱を活かした VR 作品のコンテスト、第 17 回国際学生対抗 VR コンテスト

(IVRC2009)の決勝大会との併催が決定しています。 

 

本年もインタラクティブ東京実行委員会は、同分野国内最大級のイベント DC EXPO 

2009 への作品推薦を通じ一流の研究者やクリエイター達によるアイデアと感性・遊び心が

ミックスされた参加体験型のデモンストレーションを紹介いたします。 

また、インタラクティブ東京シンポジウムでは推薦作品作者がパネラー、業界識者がモ

デレータとなり最先端のインタラクティブ技術や業界の今後の展望について語り合います。

次世代の作り手がインタラクティブ技術や作品、メディアアート、バーチャルリアリティ

を通じて今何を考え、目指そうとしているのかを一般の皆様と一緒に考える場とします。 



 

 

 

 

【インタラクティブ東京 2009年度推薦作品(全 14作品中の一部)】 

 

Pen de Touch  

東京大学 / 慶應義塾大学 

ペン型のデバイスで触った感覚を再現することができる。表示され

たバーチャルな物体を触って感触を楽しんだり動かして遊んだりす

ることができる。 

 

Pull-Navi 牽引型ナビゲーションデバイス 

電気通信大学 

触覚を用いたナビゲーション装置。腕の牽引と同様の直観的かつ

簡便な性質を持つ触覚歩行誘導手法として､ 耳の牽引を用いる。 

 

Back to the mouth 

金沢工大学園 小坂研究室 

吹き矢型デバイスに息を吹き込むことでモンスタをニオイの球を放

ち、吸いこむことで矢を引き戻す。飲食物をプレイ中に飲食し、口臭

を変化させることでモンスタを撃退する。 

 

Haptic Ring: Touching Virtual Creatures in Mixed Reality Environment 

東京工業大学/電気通信大学 

指で突いたり､なでるだけでなく､バーチャルクリーチャ側も体験者を

触れることでインタラクションが可能。 

 

Bloxels 

東京大学/慶應義塾大学 

積み上げたブロックセルはピックセルとして形状ディスプレイとなる。

美しいブロックを積み上げていくうちユーザは視覚情報に触れるよう

な感覚を経験する。 

 

アソブレラ：雨の振動を記録・再生する傘型デバイス 

大阪大学ヒューマンインタフェース工学講座岸野研究室 

雨を再現して体験できる傘デバイス。手元に伝わる振動に注目し､

実際の雨が傘にあたる振動を記録､再生する。 



 

 

 

 

 

【インタラクティブ東京シンポジウム】 

日時 2009年 10月 24日(土) 

会場 産総研臨海副都心センター会議室 

内容  (1) インタラクティブ東京入選者･IVRC2009 本選参加者による作品紹介 

(2) インタラクティブ技術についてのパネルディスカッション 

モデレータ: IVRC審査員/インタラクティブ東京プログラム委員他 

参加費 事前登録(10/13迄)共催学会会員 5,000円/一般 7,000円/学生 2,000円 

当日    共催学会会員 6,000 円/一般 10,000円/学生 2,000円 

 

 

【インタラクティブ東京推薦作品の展示】 

日時 2009年 10月 22日(木)～10月 25日(日)  

10：00～17：00  （22日のみ 13：00～17：00） 

会場 日本科学未来館  未来館１階企画ゾーン(予定) 

デジタルコンテンツエキスポ展示エリア内 入場無料 

 

 

■主  催: インタラクティブ東京実行委員会 

■共  催: 日本バーチャルリアリティ学会、芸術科学会、情報処理学会 

CVIM研究会・EC研究会、電子情報通信学会 MVE研究会、情報メディア学会 

■後  援: 文部科学省 

 

 

 

 

 

問い合わせ先: 日本バーチャルリアリティ学会事務局 

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-28-3 山越ビル 301 

TEL: 03-5840-8777 

FAX: 03-5840-8766 

担当者:柳沼、松岡 ivrcinfo@ivrc.net 


